






















し
、
平
成
同
年

3
月
に
京
都
で
開

催
さ
れ
る

『世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

に
先
駆
け
た
地
域
会
議
が
佐
賀
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま

で
に
完
成
さ
せ
た
い
と
し
て
い
ま

す
。協
定
は
、
総
設
さ
れ
る
同
セ
ン

タ
ー
を
核
に
、
関
連
研
究
機
関
や

企
業
の
集
績
を
進
め
、
地
場
産
業

と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
産
業
の

創
出
に
向
け
て
岡
大
学
と
伊
万
里

市
が
連
携
、
協
力
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
調
印
に
あ
た
っ
て
上
原

学
長
は
「
地
域
貢
献
は
こ
れ
か
ら

の
大
学
の
重
要
な
役
割
で
す
。
世

界
的
な
研
究
を
進
め
伊
万
里
か
ら

位
界
へ
情
報
を
発
信
し
、
伊
万
里

市
の
産
業
、
文
化
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
ま
す
の
で
、
一
胞

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
を
受
け
て
市
は
「
海
洋

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
、
本
市
の
産
業
、
教
育
、
文

化
の
振
興
に
計
り
し
れ
な
い
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
市
政
の
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
大
学
誘
致
に
匹
敵
す

る
も
の
で
、
市
を
あ
げ
て
歓
迎
し

た
い
。
こ
れ
を
契
機
に
、

お
互
い

が
述
撚
し
な
が
ら
新
た
な
産
業
を

創
出
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

聞
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
七
ツ
品

工
業
団
地
(
黒
川
町
)
で
、
海
の

表
層
と
深
層
の
水
温
差
を
利
用
し

て
発
電
す
る

『海
洋
温
度
差
発
笛
』

の
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
新

た
に
設
置
さ
れ
る
同
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
海
洋
温
度
差
発

市山

に
加
え
、
発
電

を
利
用
し
て
得
ら

れ
る
淡
水
の
利
用

法
や
、
水
紫
の
製

造
法
な
ど
も
研
究

す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
伊
万
里

市
が
地
域
振
興
整

備
公
団
か
ら
購
入

し
貸
与
す
る
伊
万

里

団

地

の

土

地

(1
0
7
5
1
旬

t)

に
約

ω億
円
を
か

け
て
実
験

・
研
究

施
設
を
建
設
。
専

任
教
官
も

1
人
か

ら

5
人

へ
大
師
に

地
貝
さ
れ
ま
す
。

本
年

6
月
に
お
工

佐
賀
大
学
が
伊
万
里
市
(
山
代

町
伊
万
里
団
地
内
)
に

『海
洋

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
』
を

建
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
大
学

と
伊
万
里
市
の
問
で
、

4
月
8
日
、

『知
的
基
盤
形
成
に
関
す
る
協
定
』

締
結
の
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

V
担
当
内
容

『広
報
7
月
号
』
の

特
集
記
事

V
応
募
資
格

問
歳
以
上
の
市
民
な
ら
ど
な
た

で
も
応
募
で
き
ま
す

V
応
募
期
限

5
月
げ
日

(
金
)

V
応
募
方
法

あ
な
た
が
取
り
組
ん
で
み
た
い

リ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
と
、
そ

の
迎
由
を
簡
単
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
服
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
市
秘

書
課
広
報
係
ま
で
ハ
ガ
キ
、

F

A

X
、
ま
た
は

E
メ
ー
ル
で
ご

応
募
く
だ
さ
い

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考

の
う
え
決
定
し
ま
す

V
応

募

間

合

先
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国際アマチュア陶芸展伊万里2002

らせるな
L 

プロをう
力作か

。

「
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展
伊

万
里

2
0
0
2
」
が
、
大
川
内
山

に
あ
る
伊
万
里
有
田
焼
伝
統
産

業
会
館
で

3
月
引
日
か
ら
4
月
凶

日
ま
で
閃
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
陶
芸
展
は
、
大
川
内
山
で

の
春
の
窯
元
市
に
併
せ
て
聞
い
て

い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
全
国
お

都
道
府
県
か
ら
、

一
般
の
部
に

1

5
0
点
、
子
ど
も
の
部
に

1
6
7

点
の
合
計
3
1
7
点
の
出
展
が
あ

り
ノ
キ
Am
T

レ
h
九
。

作
品
は
「
技
術

・
技
法
の
レ
ベ

ル
が
高
い
と
と
も
に
、
ア
マ
チ
ュ

ア
ら
し
い
作
品
が
多
く
出
展
さ
れ

て
お
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展
と

し
て
の
内
容
の
充
実
ぶ
り
が
伺
え

た
」
と
の
論
評
を
受
け
た
力
作
ば

か
り
で
す
。

一
般
の
部
で
は
「
彫
り
の
バ
ラ

ン
ス
に
優
れ
、
色
調
も
柔
ら
か
くいや

落
ち
着
い
て
お
り
、
安
ら
ぎ
ゃ
癒

し
を
与
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
棋

に
並
ぶ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
人
形
が

楽
し
い
ふ
ん
囲
気
を
醸
し
出
し
て

お
り
、

和
室
、
洋
室
ど
ち
ら
に
も

マ
ッ
チ
す
る
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な

ラ
ン
プ
ス
タ
ン
ド
」
と
の
評
側
を

得
た
、
佐
世
保
市
の
大
野
テ
ル
子

幻
う
え
ん

さ
ん
の

『森
の
桜
宴
」
が
、
み
ご

と
最
高
貨
の
鍋
烏
大
賞
を
受
釘
し

ま
し
た
。

'/ 

田柿霊式

大

野

さ

ん

は

「
受
円
以
を
聞
い
た

時
は
本
当
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
は
半

年
聞
か
け
て
作
っ

た
ん
で
す
が
、
桜

を
イ
メ
ー
ジ
し
た

色
が
う
ま
く
出
せ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思

い
ま
す
。
こ

の
貨
を
励
み
に
、

今
後
も
自
分
ら
し

い
も
の
を
作
り
続

け
、
こ
の
陶
芸
展

に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
喜
び

率
一争・

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
部
で
は
、
西

有
田
町
立
山
川
小
学
校
2
年
生
の

吉
永
あ
い
さ
ん
の
作
品

『や
さ
し

い
お
に
』
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
吉
永
さ
ん
は
、

l
年
生
の
時
に

学
校
の
授
業
で
今
回
の
作
品
を
製

作
。
お
に
の
角
の
部
分
が

一
番
難

し
か
っ
た
そ
う
で
「
受
岱
で
き
て

と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
陶
芸
展
の
上
位
と
、
市

内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(
倣
称
略
)

鍋島大賞受賞作品 『森の桜宴』

吉永あいさん
子どもの部優秀賞受賞作品

『やさしいおに』

大野テル子古ん

-
一
般
の
部

マ
鍋
島
大
賞
大
野
テ
ル
子
(
佐

世
保
市
)
マ
優
秀
賞
前
田
信
義

(大
坪
町
)
、
中
西
日
出
子
(
東
京

都
)
マ
特
別
賞
藤
井
孝
子
(
大

阪
府
)
、
印
藤
幸
恵
(
三
重
県
)
、

長
谷
川
亜
季
(
東
京
都
)
マ
佳
作

高
村
栄
治
(
新
天
町
)
、
谷
口
紀

美
代
(
南
波
多
阿
)
マ
奨
励
賞

吉
野
岩
子
(
黒
川
町
)

-
子
ど
も
の
部

マ
優
秀
賞
吉
永
あ
い
(
西
有
田
町
)

マ
特
別
賞
山
口
歩
美
(
大
川
内

町
)
、
古
川
省
五
日
(
唐
津
市
)
マ
努

力
鎚
畑
石
和
慶
(
大
川
内
町
)

@)/MARI 
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使
用
湾
み

治
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

市
は
、
こ
れ
ま
で
燃
え
る
ご
み
と
し
て
回
収
し
て
き
た

『使
用
済
電
池
』
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

6
月
1
日
か
ら
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
電
池
に
含
ま
れ
る
重
金
属
類

(
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
、
ク
ロ
ム
、
銅
、
重
鉛
な
ど
)
を
無
駄
な

く
使
い
、
資
源
の
有
効
活
用
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
電
池

は
ど
ん
な
も
の
?

家
庭
で
通
常
使
用
さ
れ
て
い
る

乾
電
池
と
小
型
充
電
式
電
池
で

す
。
な
お
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
電

池
に
限
定
し
ま
す
。
事
業
所
か

ら
排
出
さ
れ
る
電
池
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
産
業
廃

棄
物
と
し
て
、
事
業
者
の
実
任

に
お
い
て
適
正
な
処
分
を
お
願

い
し
ま
す一回収方

法
は
ど
う

す
る
の
?

各
町
の
公
民
館
並
び
に
市
生
活

環
境
課
で
回
収
し
ま
す
。
使
用
済

と
な
っ
た
電
池
は
、
ご
足
労
で
す

が
近
く
の
回
収
場
所
ま
で
持
っ
て

行
っ
て
、
回
収
容
器
(
写
真
上
)

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
容

器
の
設
置
場
所
は
次
の
所
で
す
。

V
回
収
容
器
設
置
場
所

伊
万
盟
公
民
館
、
牧
島
公
民
館
、

大
坪
公
民
館
、
大
川
内
公
民
館
、

黒
川
公
民
館
、
波
多
津
公
民
館
、

雨
波
多
公
民
館
、
大
川
公
民
館
、

松
浦
公
民
館
、
二
里
公
民
館
、

東
山
代
公
民
館
、
山
代
公
民
館

と
市
生
活
環
境
課

※
回
収
場
所
に
つ
い
て
は

『伊
万

小型充電式電池 (tzzf;)
は下記でも回収しています

ぐ、

JMARJ4D 

里
市
ご
み
対
策
協
議
会
』
で
協

議
し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。
今

後
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
不
使
が
あ
れ
ば
僧
設
し
て

い
く
予
定
で
す

実
施本
し年
ま 6
す月

日
か
ら
本
格
的

い
つ
か
ら
実
施
す

る
の
?

く〉アベエイル福恒 く〉石丸電器 く>(有)岩本電器商会 く>(有)力ネコ

商会 O(有)小林電器商会 く〉デオデオサトウ家電 く>(有)昭栄電器

く〉セイコ 電機く〉多久島電器く〉タケノ電器商会 O(有)田中電器

商会 く>(株)デオデオ伊万里駅前后 く〉でんき館マエダ oニューマ
スターズいで Oパナパナことぷきや く〉ビーカム二シダ く〉福田
電器商会 O(株)ベスト電器伊方里庖 oマツモ卜電器(五十音順)

小型充電式電池にはリサイクルマークが

合
鉛小
醤ll:i
帽、
唱ン

池|

Jレ

命
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池需品合

ニ
カ
ド
電
池
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。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
甑

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で

人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

育
て
よ
う
愛
と
人
権
⑮

袖
触
れ
合
う

も・・..•• 

文
章
の
中
に
「
赤
の
他
人
」
と

い
う
言
葉
を
見
つ
け
、
な
ぜ
「
赤
」

な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
う
ち
に
、

ふ
と
思
い
出
し
た
の
が
こ
の

「袖

触
れ
合
う
も
多
生
の
縁
」
と
い
う

言
葉
で
す
。
「
見
も
知
ら
ぬ
旅
人

同
士
が
同
じ
木
の
下
に

一
時
憩
い

宿
る
の
も
、
決
し
て
偶
然
で
は
な

く
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
以
前
か

ら
の
深
い
つ
な
が
り
に
よ
る
も
の

だ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
以
前
か

ら
」
と
い
う
部
分
に
は
、
意
見
が

別
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
見
も
知
ら
ぬ
者
(
赤
の
他
人
)

同
士
が
、
あ
る
日
、
あ
る
時
、
偶

然
出
会
う
。
そ
こ
に
は
何
か
の

「縁
」
(
つ
な
が
り
、
結
び
つ
き
)

が
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
は
、
同

志
で
き
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
わ
ざ
を

「
人
は
み
な
、
ど

こ
か
で
結
ぼ
れ

て
い
る
」
「
互
い
に
支
え
合
い
、

助
け
合
っ
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
教
え
の
ひ
と
つ
と

し
て
聞
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

の
世
の
中
、
私
た
ち
の
心
の
中
に
、

こ
の
教
訓
が
生
き
て
い
る
で
し
ょ

あいさつをする前回雪男文化連盟会長

記 e
怠 聖
をす 量
迎ぺ m
2ぬ喜
し鳳 遍
た隼 4・

4
月
6
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、

伊
万
里
市
文
化
連
盟
創
立
刊
周
年

の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
ま
ず
、
前
回
雪
男
文

化
述
脱
会
長
が
「
創
立

ω周
年
を

契
機
に
、
文
化
交
流
の
拠
点
と
し

う
か
。
「
そ
れ
は
古
い
こ
と
わ
き
、

古
い
考
え
、
昔
の
こ
と
だ
」
そ
ん

な
言
葉
が
返
っ
て
き
そ
う
で
す
。

今
の
世
の
中
は
、
何
事
も
「
自

分
中
心
」
で
、
隣
の
人
も
「
赤
の

他
人
」
と
い
う
考
え
方
、
生
き
方

が
多
く
な
っ
て
、
叙
し
い
世
の
中

に
な
っ
て
い
る
、
そ
う
思
わ
れ
て

な
り
ま
せ
ん
。
食
べ
物
ひ
と
つ
と

っ
て
み
て
も
、
多
く
の
他
人
の
手

を
経
て
台
所
に
届
き
ま
す
。
私
た

ち
は
、
多
く
の
人
び
と
の
善
意
と

働
き
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
、
感
謝
の

気
持
ち
を
な
く
し
、
利
己
的
な
生

き
方
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
「差
別
の
な
い
、
明
る
い
社

会
」
を
作
る
た
め
に
今

一
度
、
人

と
人
と
の
・
「
縁
」
に
つ
い
て
思
い

を
巡
ら
せ
、
「
私
は
ど
う
生
き
る

か
」
を
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

(
市
社
会
教
育
指
導
員
)

て
、
ま
た
、
輝
か
し
い
文
化
を
次

世
代
へ
受
け
継
く
べ
く
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ら
に
精
進
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
の
文
化
向
上
に
長

年
貢
献
し
て
き
た
人
た
ち
の
表
彰

式
ゃ
、
こ
れ
ま
で
の

ω年
の
歩
み

を
た
ど
る
記
念
誌
の
紹
介
が
あ

り
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
人
た
ち

は
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
歴
史
の
重

み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

η 

郷
土
の
文
化
財
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ぐ.... 

交通事部から新入生を守ろう
i波多津小学校で黄色いランドセノレカバーの贈呈があ
りました。これは市が、交通安全の願L、を込めて毎年

小学校の入学式に合わせ児童に贈っているもので、今

年の対象児童Zは市内で604人です。この日は市の代表
が波多津小学校の入学式を訪れ、児童代表の吉|王|郁人

くん(写真中央)、古川結女さん(同左)にそれぞれラ

ンドセルカバーを贈りました。 ドライバーの皆さん、

このランドセlレを見かけたら安全運l伝をお願いします。

ちょっと買い過ぎ、たかしら?
伊万里市手をつなぐ育成会が主催するフリーマーケ

ッ ト が、知的障害者授産施設 r ~ 、まりの盟J (大坪町)

前広場でありました。当日は同会のお庖も含め181苫が
オープン。会場を訪れた人たちは、古着や手作りの小

物など、姉1り出しものを民い求めていました。

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事や話

題を待っています。市役所広報係へご連絡下さい。

323-2111 (内線207)

、!.

ギネスに挑戦?巻きずしづくり
中心開府街恒例の大売り出し r ~ 、まりさくら祭り j

のイベントとして、長~い巻きずしづくりがありまし

た。この日は市内外から約700人が参加。かけ声に
合わせて一斉に巻き上げ、 2 1 2t~の巻きずしを完成さ
せました。来年はギネス記録に挑戦かつ

菜の揺を使った循蹟型社会を体験!
循環型社会について考える 『九州菜の花サミット』

と 『菜の花まつり』が、市民センターと大坪阿古賀グ

ラウンドでありました。体験コーナーでは菜の花の押

しずしの無料サービスもあり、集まった人たちは「見

て、食べて、使えるJ菜の花の可能性を体験しました。

IMAR/ ~ 
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「ち

本の貸し出しが350万冊を突破!
市民図書館の本の貸し出し冊数が350万冊を突破し
ました。この記念すべき350万冊目を借りたのは烏列
l咲良ちゃん(左から2人目)。お祝いにかけつけた前回
教育長は「これからも本をたくさん読んでくださいJ

と励まし記念品を贈りました。

ねえねえ、これいいんじゃない?
『秘窯の里』に春の訪れを告げる、毎年恒例の春の

窯元市が大川内山でありました。『春側漫(らんまん)J 
をテーマに、 脊をイメージした新作が数多く展示され

た各窯元の庖先には、掘り出し物を手に入れようと、

県内外からたくさんの良い物客が詰めかけていました。

甘くておいし~くできましたよ
梅栽培農家の女性たちでつくる梅加工研究会のグル

ープが、お菓子やドレッシングなど、梅を使った加工

品づくりに挑戦しています。この日は、伊万里農林高

校で梅ジャム作りに挑戦。会員がかき混ぜる大鍋から

は、 I~ くておいしそうな匂いが立ちのぼっていました。

交通安全をよろしくお願いします
春の交通安全県民運動のーっとして 『交通安全スプ

リングキャンベーン』がありました。この日は交通安

全指導員や交通安全悶の会などの皆さんが進行く人た

ちにチラシなどを配付。交通事故のない明るいまちに

なるよう交通安全を呼びかけていました。

大
連
市
公
務
研
修
生
修
ヲ
式

伊
万
里
の
皆
さ
ん
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

3
月
初
日
、
市
役
所
で
、
中
国
大
連
市
か

ち

ん

え

ん

の
い

と

う

い

〈

国

九

ら
の
研
修
生
陳
延
閉
さ
ん
と
膝
続
磐
さ

ん
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
じ
た
。

陳
さ
ん
は
、
公
務
研
修
生
と
し
て
1
年
間

一
般
行
政
な
ど
を
研
修
。
ま
た
、
際
さ
ん
は

農
業
研
修
生
と
し
て
半
年
問
、
農
業
政
策
や

流
通
に
つ
い
て
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

修
了
証
書
を
受
け
取
っ
た
二
人
は
「
現
地

視
察
や
中
国
語
教
室
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

い
つ
か
伊
万
里
を
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
伊
万
里
で
の
研
修
の
成
果
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
.か
ん
ば
り
ま
す
」
と
、

今
後
の
抱
負
な
ど
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

続磐さん修了証書を手にする勝
(左)と陳延閉さん

守、:
よJ
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-v高齢
者
交
通
安
全
指
導
者
養
成
講
座

.

初
の
に
か
え
っ
て

交
通
安
全
を
学
び
ま
し
た

4
月
山
目
、
伊
万
盟
自
動
車
学

校
で
、
高
附
者
交
迎
安
全
指
滋
者

相
叫
成
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
で
の
交
迎
安
全

教
育
や
交
通
安
全
活
動
を
担
う
指

導
者
を
養
成
し
よ
う
と
、
各
地
区

の
高
齢
者
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
市
内
ロ
地
区
か
ら

の
代
表
明
μ
人
が
参
加
し
、
死
角
体

験
や
自
動
車
教
習
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
死
角
体
験
で
は
、
車
体
の

前
方
や
左
右
の
斜
め
後
方
に
死
角

が
で
き
る
こ
と
を
確
認
。
巻
込
み

事
故
な
ど
の
危
険
性
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
自
動
車
教
習
で
は
、
参

加
者
た
ち
が
実
際
に
教
習
コ

l
ス

を
迎
転
。
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー

の
参
加
者
た
ち
も
、
教
官
を
乗
せ

て
の
巡
転
に
は
さ
す
が
に
緊
狼
し

た
様
子
で
、
ハ
ン
ド
ル
を
振
る
手

に
も
思
わ
ず
力
が
入
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

「

第
叩
固
伊
万
里
少
年
少
女
含
帽
団
発
表
会

す
ば
ら
U
い
歌
声
が

会
喝
を
包
み
ま

υた

付
点
φ

3
月
幻
目
、
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
伊
万
里
少
年
少

女
合
唱
団
の
発
表
会
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
合
唱

団
の
結
成
以
来
定
期
的
に

聞
か
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
が
第
叩
回
目
。
節
目

の
記
念
発
表
会
と
な
っ
た

今
回
は
、

3
部
構
成
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
、
小
学
生

か
ら
中
学
生
ま
で
の
全
国

民
幻
人
が
出
泌
。
合
唱
団

と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
活

動
の
歴
史
を
振
り
返
る
よ

う
に
、
中
国
歌
劇
「
始
皇

更
と
ど
ぱ
懐

L
く
聴
く
タ
何
度

四季の詩

松
島
叶

‘'" 』五
A今

え

頃

な

る

持

騰

の

花

房

見

上

ぐ

れ

ば
会
う
ほ
の
か
ド
ロ
マ
レ
操
ふ

量一
川
1

叶
キ
咽

鳥

仁、

帝
と
徐
福
」
や
日
本
フ
ィ
ル
佐
賀

公
演
に
出
場
し
た
時
の
歌
な
ど
、

思
い
出
の
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
、
日
ご
ろ
合
唱
団

の
指
場
な
ど
を
し
て
い
る
人
た
ち

に
よ
る
サ
ッ
ク
ス
や
ピ
ア
ノ
、

ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
淡
奏
が
あ
り
、
大

人
の
雰
囲
気
が
会
場
を
魅
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
合
唱
団
の
出

身
で
、
現
在
イ
タ
リ
ア
に
留
学
し

て
活
躍
し
て

い
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
、
吉
原
圭
子
さ
ん
も
特
別
ゲ
ス

ト
と
し
て
登
場
。
海
外
で
も
高
い

評
価
を
受
け
て

い
る
、
そ
の
美
し

い
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

第
3
部
で
は
、
劇
団
「
宍
の
会
」

の
協
力
を
得
て
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル

「
へ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ

l
テ
ル
』
を
熱

演
。
歌
や
腕
り
、
せ
り
ふ
な
ど
、

昨
年
の
日
月
か
ら
じ
っ
く
り
練
習

を
重
ね
て
き
た
団
員
た
ち
は
、
緊

張
し
な
が
ら
も
力
強
く
舞
台
の
上

で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
演
じ
て
い
ま

'レ
h
~

。
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「可

ー
文
化
と
行
政
の
中
心
と
し
て

i

大
坪
地
区
の
今
昔

このコーナーでは、各町首慢及活所、旧跡を紹介していきます

大
坪
地
区
は
、
伊
万
里
市
の
ほ

ぼ
中
央
に
あ
り
、
商
業
地
住
宅

地
・
山
岡
村
部
と
い
ろ
い
ろ
な
顔
を

持
っ
た
地
区
と
し
て
発
展
し
て
き

で
い
ま
す
。

大
坪
地
区
の
成
り
立
ち
は
、
明

治
辺
年
に
周
辺
各
村
が
合
併
し
て

大
坪
村
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
同
年
に
は

伊
万
里
町
と
合
併
し
大
坪
町
と
な

り
、
昭
和
お
年
に
は
市
制
施
行
に

伴
い
、
現
在
の
大
坪
町
、
立
花
町
、

新
天
町
(
一
部
蓮
池
町
)
と
な
り

ま
し
た
。

明
治

4
年

9
月
に

『伊
万
里
県
』

が
成
立
し
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も

ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
伊
万
里
県
は
、
円
通
寺
を
仮
庁

舎
と
し
、
市
民
図
書
館
の
先
、
現

簡
易
裁
判
所
に
は
県
庁
舎
建
設
が

計
画
さ
れ
、
工
事
が
進
め
ら
れ
た

紹介してくれた
平井満さん(新天町2区)

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
伊
万

里
県
も
短
命
(
明
治

5
年

5
月
)

に
終
わ
り
、
建
設
工
事
も
打
ち
切

り
に
な
り
ま
し
た
。
も
し
、
そ
の

ま
ま
伊
万
里
県
が
続
い
て
い
た
な

ら
ば
、
ま
た
迩
っ
た
ま
ち
に
な
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
の
立
花
台
地
に
は
、
市
庁

舎
を
は
じ
め
多
く
の
行
政
機
関
や

企
業
の
事
務
所
が
立
地
し
、
市
の

中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
中
心
部
(
大
坪
地
区
新
天

町
)
は
、
開
発
が
進
ん
で
い
る
南

北
道
路
の
整
備
や
、
こ
れ
に
伴
う

区
蘭
整
理
事
業
に
よ
っ
て
、
文

化
・
行
政
の
中
心
地
と
し
て
、
活

気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
で
き

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
坪
地
区
は
人
口
増
大
に
伴

い
、
大
坪
小
学
校
が
立
花
小
学
校

と
分
離
し
、
伊
万
里
中
学
校
も
啓

成
中
学
校
と
分
離
し
ま
し
た
。
ま

た
、
来
年

4
月
に
は
立
花
公
民
館

が
開
館
す
る
予
定
で
す
。
現
在
の

大
坪
地
区
も
大
坪
と
立
花
の
二
つ

に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
両
地
区
が
お
互
い
協
力
し
て

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
べ
き
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

園理担
箔属議義手ちゃん(71品)
*豪知恵さんの長女

かわはらゆみこ

川原裕美子さん(19歳)

*東山代町里

わ
た
し
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が
大
好

き
。
だ
け
ど
、
い
ち
ば
ん
好
き
な

の
は
パ
パ
か
な
。
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
欲
し
い
か
ら
、
パ
パ
が
帰
っ
て

く
る
の
が
毎
晩
待
ち
遠
し
い
の
。

だ
か
ら
、
お
仕
事
が
忙
し
く
て
帰

リ
が
遣
い
と
き
も
あ
る
け
れ
ど
、

パ
パ
、
早
く
帰
っ
て
き
て
ね
。

女二里町西八谷溺

、‘N
い

}‘，、
川
A

J
h
J印
可

名
前
の
よ
う
に
、
や
さ
し
く
あ

た
た
か
い
心
の
持
ち
主
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
病
気
や
ケ
ガ
を
し
な

い
で
い
つ
も
元
気
で
い
て
ね
。

ヲーかに座 A型

裕
美
子
さ
ん
は
、
伊
万
里
信
用

金
庫
山
代
支
庖
に
お
勤
め
で
、
窓

口
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
入

社
し
て
ち
ょ
う
ど

1
年
。
だ
い
ぶ

仕
事
に
も
慣
れ
て
き
て
、
毎
日
い

ろ
ん
な
お
客
様
と
の
会
話
が
で
さ

る
こ
と
が
楽
し
い
そ
う
で
す
。

特
技
は
書
道
と
ワ
ブ
ロ
で
、

高
校
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
準
師
範
と

初
段
の
資
格
を
取
得
。
こ
れ
が
現

在
の
仕
事
に
も
大
い
に
役
立
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
彼
女
の
現
在
や
っ
て
み

た
い
こ
と
は
、
同
期
入
社
の
仲
間

と
の
旅
行
。
「
い
つ
も
計
画
倒
れ

に
な
っ
て
い
る
ん
で
、
今
年
こ
そ

は
実
現
さ
せ
た
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

~/MARI 



5月の町民スポーツ

12日 (日)

.伊万里町民運動会

8時45分開会伊万里小学校

・ニ里町民体育大会

8時30分開会二里小学校

.波多津町民体育祭

8時半開会波多津運動広場
19日 (日)

.東山代町民ソフトポール大会

8時半開会東山代運動広場

.大川内町民300歳ソフトポール大会

8時開会 大川内小学校
.大1平地区町民運動会

8時半開会立花小学校

み
ん
な
で
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

へ瓜
W
Y
1

4
己
実

5月の市民スポーツ

3日(盆)
・国見台陸上競技選手権大会

9時20分開会 国見台陸上競按場

3日(金)-6日 (月)、 11日 (土)

・市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球春季大会

9時開会 国見台野球場
5日 (日)

.県会長杯スローピッチ

ソフトボール大会

9時開会 国見台球技場

5日 (日)、 12日 (日)

.伊万里市スポーツ生年団

野球交流大会

8時開会山代西小学校ほか
13日 (月)-

.市民早朝ソフトボール大会

国見台球技場

19日 (日)-

.市民早起き野球大会

国見台野球場

，
、
，

月
引
日
、
東
山
代
小
学
校

a.

‘

で

『子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
』
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

県
が
推
進
す
る

『総
合
型
地
峨
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
』
の一

関
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
は
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
は
遠
い
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み

ん
な
が
気
軽
に
楽
し
め
る
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
育
成
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
市
は
こ
の
事

業
の
指
定
を
受
け
、
東
山
代
町
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
昨
年

8
月
か

ら
、
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
組

織
づ
く
り
や
研
修
会
な
ど
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
同
町
内
の
子
ど
も

た
ち

2
0
0
人
が
参
加
。
フ
リ
ス

ビ
ー
を
使
っ
て
的
当
て
を
す
る

『
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ

l
』
や
、
卓
球

の
ポ
ー
ル
を
う
ち
わ
を
使

っ
て
回

線
ま
で
迎
ぶ

『ピ
ン
ポ
ン
フ
ァ

ディスゲツタ を楽しむ子どもたち

ン
』
、
ま
た
、
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

の
上
に
ボ

l
ル
を
乗
せ
目
標
ま
で

迎
ぶ

『ボ
l
ル
巡
び
』
の
3
積
自

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

体
力
や
年
齢
な
ど
の
制
限
の
な

い
、
遊
び
の
延
長
の
よ
う
な
泊
目

19日 (日)

.高等学校弓道奨励射会

9時開会国見台弓道場
.市長杯争奪ソフトテニス大会

9時開会 国見台庭球場

IMAR/ ~ 

に
、
ど
の
子
も
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で

は
見
ら
れ
な
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
雰
囲
気
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し

た
。
町
で
は
今
後
、
こ
の
輸
を
成

人
、
お
年
寄
り
と
広
げ
て
い
き
た

い
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
ら
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね

競
技
ス
ポ
ツ
だ
け
で
な
く
、

遊
び
を
遇
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
場
を
提
供
し
て
い
く
の
が
こ
の

育
成
会
の
目
的
で
す
。
親
子
や
地

域
の
大
人
と
子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
こ
の
会
を
通
し

て
図
ら
れ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
今
は
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
す
が
、
最
終
的
に
は
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
町
全
体
を
こ

の
会
に
巻
き
込
ん
で
い
け
れ
ば
い

い
で
す
ね
。
最
低
限
の
資
金
さ
え

あ
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
町

の
み
ん
な
が
協
力
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
と
に
か
く
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
で
健
康
づ
く
り
で
す
。
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気の合った伸聞と

気持ちいい汗
|市さわやかスポーツレクリエーシヨン祭|

つ

陣
直
宮

9
回
市
き
わ
や
か
ス
ポ

l

a
S
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

が、

3
月
幻
目
、
国
見
台
連
動
公

園
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の

で
、
予
定
さ
れ
て
い
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
屋
外
糧
自

3
額

自
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
屋

内
縁
目
の
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
ニ
チ
レ
ク

ボ
ー
ル
の

3
種
目
に
、
小
学
生
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
約

2
0
0
人
が

参
加
。
親
子
や
地
域
の
気
の
合
っ

た
仲
間
と
参
加
し
た
み
ん
な
の
顔

に
は
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も
き
わ

や
か
な
笑
顔
、
そ
し
て
き
わ
や
か

な
汗
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

各
競
技
の
上
位
の
成
絞
は
次
の
と

お
り
で
す
。

気の合った仲間とニチレクボール(写真上)やイン

デイア力(写真下)を楽しむ参加者たち

-Rニチ
レ
ク
ボ
|
ル

マ
A
パ
l
ト
①
フ
リ
ー
ズ
②
小
石

原
C
(大
川
内
町
)
マ

B
パ
l
ト

①
小
石
原
B
(
同
)
②
小
石
原
A

(
問
)

女
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

マ
A
パ
l
ト
①
ほ
ん
ま
も
ん
(
黒

川
町
)
②
月
人
B
(立
花
町
)
マ

B
パ
l
ト
①
月
人
A
(
同
)
②
み

な
み
は
た
(
南
波
多
町
)
マ
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
①
明
星
ジ
ュ
ニ
ア
(
東

山
代
町
)
②
マ
ン
ボ

l

(波
多
津

町
)
育
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

マ
A
パ
l
ト
①
大
川
フ
ラ
ッ
パ
ー

A
②
東
山
代

B
マ
B
パ
l
卜
①

松
浦

B
②
黒
川
町
マ

C
パ
i
ト

①
山
物
語
(
山
代
町
)
②
東
山

代
A

|近隣中学女子ソフトボール大会 E

援戦を制した

国見申学校が連覇

-
T圃
隣
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ

、Z
A
l
ル
大
会
が
、

3
月

μ
日、

国
見
台
球
技
場
で
聞
か
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
市
内
か
ら
伊
万
里
、

国
見
、
背
山
川
、
東
際
、
啓
成
の
各

中
学
校

5
チ

l
ム
、
市
外
か
ら
相

知
、
西
有
聞
の
各
中
学
校

2
チ
ー

ム
の
合
計

7
チ
l
ム
が
出
場
し
、

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
と
も
に
大
差
を
つ
け

て
勝
ち
上
が
っ

て
き
た
国
見
中
学

校
と
、
東
陵
中
学
校
の
戦
い
と
な

り
ま
し
た
。
試
合
は

1
固
と

3
固

に
1
点
ず
つ
先
制
し
た
国
見
が
試

合
序
般
を
優
位
に
進
め
ま
す
。
し

か
し
、
地
力
の
あ
る
東
陵
も
負
け

て
い
ま
せ
ん
。
4
回
に

l
点
を
入

れ
る
と
、
続
い
て

5
回
に
も
1
点

を
入
れ
問
点
に
追
い
つ
き
ま
す
。

双
方
時
間
ら
ず
に
迎
え
た
最
終
回
の

7
図
表
、
東
陵
が
貨
重
な
1
点
を

入
れ
、
こ
の
ま
ま
逃
げ
切
る
か
と

思
え
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
国
見
は

粘
り
腰
を
見
せ
、
そ
の
哀
の
攻
撃

で
同
点
に
し
ま
す
。

試
合
は
同
点
の
ま
ま
終
了
。
特

別
ル

l
ル
(
ノ

l
ア
ウ
ト
、
ラ
ン

ナ
ー
2
坐
)
に
よ
る
優
勝
決
定
に

持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。
表
攻
般
の

束
険
は

1
点
を
入
れ
、
逃
げ
き
り

を
図
り
ま
す
が
、
そ
う
は
さ
せ
じ

と
国
見
が
そ
の
袈
2
点
を
入
れ
逆

転
勝
利
。
長
い
戦
い
に
終
止
符
を

打
ち
ま
し
た
。

fID IMARI 



商

業

統

計

調

査

が

行

わ

れ

ま

す

商
業
統
計
調
査
は
、
卸
売
小

売
事
業
所
(
商
庖
)
を
対
象
に
、

統
計
法
に
基
づ
い
て
全
国

一
斉
に

行
わ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査
で

す
。
調
査
結
果
は
国
や
県
、
市
に

お
け
る
商
業
の
育
成
、

中
心
市
街

地
の
活
性
化
な
ど
の
施
策
や
計
画

を
立
案
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。
5
月
下
旬
か
ら

6
月
上
旬
に
か
け
て
、
調
査
員
が
事

業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
提
出
さ
れ
た

制
査
察
を
、
統
計
上
の
目
的
以
外

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
0

・
間
合
先

市
情
報
推
進
剤
師

(岱
③
2
1
1
1
内
線
4
0
8
)

六
角
川
・
嘉
瀬
川
・

松

浦

川

水

防

演

習

-
日

時

5
月
ロ
日
(
日
)

午
前
9
時
1
正
午

-
会

場

牛
津
町
大
柳
地
先

・
内

容
水
防
工
法
、
へ
リ
に
よ
る
赦
助
、

一
般
参
加
の
避
難
訓
練
な
ど

-
間
合
先

県
河
川
砂
防
課

(8
0
9
5
2
③
7
1
6
1
)
 

吾
首
て
受
握
セ
ン
タ
ー

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

『
ぽ
っ

ぽ
』
は
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
を
相
談
し
た
り
、
親
子
で

仲
間
作
り
が
で
き
る
場
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
つ
く
し
ん
ぼ
ラ
ン
ド

・
対

象

就
図
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

・
日

時

5
月
辺
日
(
水
)

午
前
川
時
j
正
午

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
裂
で
す

②
わ
く
わ
く
広
場

-
対

象

l
歳
か
ら
就
図
前
の

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

・
日

時

5
月
川
目
、
げ
目
、

引

日

午

前

ω時
1
午
後
2
時

③
わ
く
わ
く
ベ
ビ
ー

-
対

象

0
1
1
か
月
ま
で
の

乳
児
と
そ
の
保
護
者

・
日

時

5
月

μ
日
(
金
)

午
前
川
時
i
午
後
2
時

④
ぽ
っ
ぽ
マ
マ
の
つ
ど
い

・
対

象

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

・
日

時

6
月
5
日
、
お
日

午
前
山
時
1
1
時
半

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

・
会

場

①
市
民
図
書
館

②
i
④
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
申
込
閉
会
先

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

(
包
⑫

5
1
9
ア
)

市

民

音

楽

祭

に

出
揚
し
ま
せ
ん
か
?

冬
の
恒
例
行
事
「
市
民
音
楽
祭
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た

も
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
、
音
楽
の
祭
典
を
盛
り
上
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

・
日

時

ロ
月
1
日
(
日
)

午
後
1
時
半
開
演

-
会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

・
募
集
部
門

歌
、
器
楽

※
ソ
ロ
出
場
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
な
ど
は
参
加
で

き
ま
せ
ん

-
応
募
資
格

市
内
在
住
者
ま
た

は
市
内
で
常
時
活
動
し
て
い
る

団
体
に
所
属
し
て
い
る
人

-
応
募
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

市
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
町
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

・
応
募
期
限

6
月
お
日
(
金
)

・
間
合
先

市
生
涯
学
習
課

(岱
③
2
1
1
1
内
線
4
5
3
)

初
級
韓
国
語
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

-
日

程

(
全
包
囲
)

5
月刊
ω
日
1
1
月
悶
日

毎
週
火
眼
目
午
後
6
時
半
i

・
会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

-
対

象

高
校
生
以
上
の
市
民

お
よ
び
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

・
募
集
人
員

初
人

-
受
講
料

月
額
3
0
0
0
円

(
6
か
月
)

※
教
材
費
は
別
途
必
要
で
す

-
申
込
期
限

5
月
初
日
(
月
)

※
申
込
人
数
が
同
人
未
満
の
場

合
、
前
座
開
請
は
中
止
し
ま
す

・
申
込
・
間
合
先

市
男
女
協
働
国
際
交
流
課

(包
⑫

2
1
1
1
内
線
4
9
6
)

入
会
し
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

・
応
募
資
格

市
内
に
居
住
す
る

お
お
む
ね
印
歳
以
上
の
人
で
、

健
康
で
働
く
怠
欲
の
あ
る
人

-
仕
事
内
容

マ
福
祉

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

マ
公
民
館
、
学
校
、
駐
車
場
管
理

マ
植
木
の
手
入
れ
、
消
毒

マ
公
園
の
清
掃
、
草
刈
り

マ
良
作
業
の
手
伝
い
な
ど

・
申
込

・
間
合
先

市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

(包
⑫

3
4
7
1
)

IMAR/ ~ 

日

本

赤

十

害

の

救
急
法
実
臨
講
習
会

・
日

時

5
月
同
日
(
土
)

午
後
2
時
1
4
時

・
会

場

伊
万
里
公
民
館

-
講
醤
内
容

救
急
法
実
施
に
伴

う
知
識
の
習
得
や
、
実
践
練
習

(
止
血
法
、
人
口
呼
吸
)
な
ど

・
対

象

高
校
生
以
上

-
募
集
人
員

1
1
0
人
程
度

・
受
講
料

無

料

-
申
込
期
限

5
月
日
日

(
水
)

・
申
込

・
間
合
先

市
社
会
稿
祉

協
議
会

(
m
u
⑫
3
9
3
1
)

一郵

便

局

の

初

白

書

パ

ソ

コ

ン

教

室

・
日

時

6
月
1
日
(
土
)

午
後
l
時
1
4時
半

・
会

湯

伊
万
里
郵
便
局

・
募
集
人
員

初
人

-
受
講
料

無

料

・
申
込
方
法

官
製
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し、

5
月
げ
日
(
水
)
ま
で
に
お

送
り
く
だ
さ
い

-
申
込
・
間
合
先
一
一
@
8
4
8

8
7
9
9
伊
万
里
市
伊
万
里
町

甲
8
2
7
1
2

伊
万
里
郵
便

局

(
密
③

3
0
9
0
)



くらじの@立dB広詔

伊

万

里

山

岳

会

の

く

じ

ゅ

う

登

山

-
日

時

5
月
お
日
(
土
)
午

後

8
時
集
合
i
m
日
(
日
)
午

後

6
時
解
散

・
参
加
費

7
0
0
0円
(
傷
害

保
険
料
含
む
)

-
集
合
場
所

伊
万
里
市
役
所
玄
関
前

-
持
参
す
る
も
の

懐
中
電
灯
、
登

山
靴
(
述
動
靴
)
、
雨
具
、
弁
当

2
食
分
、
水
筒
ほ
か

・
コl
ス

伊
万
里

1
牧
の
戸
1
久
住
山
1

坊
ヶ
ツ
ル

1
長
者
原
1
伊
万
里

・
定
員

何
人

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

・
申
込

・
間
合
先

い
ま
り
山
岳

会
事
務
局
(
喫
茶
ダ
ジ
ュ

ー
ル

内

怨
⑫

5
1
1
0
)

(iPm主主主三)B@3911
22日(水)-26B (日)市美術展

91時-17時金!¥ 料
6月1臼(土)
勤労障害者長崎打楽交流団

瑞宝太鼓演奏会 181時間演
《前売》大人 1000円
小中高大生 500円

県
珊
員
と
嘗
察
官
の

採

用

部

験

マ
県
職
員
(
大
卒
程
度
)

・
受
験
資
格

辺
歳
以
上
初
歳
未
満
(
平
成
同

年
4
月
1
日
現
在
)
の
人

-
受
付
期
間

5
月
7
日
j

m
日

・
1
次
試
験
日

6
月
幻
日
(
日
)

マ
県
職
員
(
短
大
卒
程
度
)

-
受
験
資
格

-

m歳
以
上
お
歳
未
満
(
平
成
同

年
4
月
1
日
現
在
)
の
人

-
受
付
期
間

5
月
7
日
l
m
日

・
1
次
試
験
日

6
月
お
日
(
日
)

マ
県
職
員
(
高
卒
程
度
)

・
受
験
資
格

問
歳
以
上
位
歳
未
満
(
平
成
日

③豆三豆)B⑫7105
28日(火)市戦没者追悼式

11時 関係者

事}1P.¥ 

年
4
月
1
日
現
在
)

・
受
付
期
間

8
月
9
日
1
8
月

ω日

・
1
次
試
験
日

9
月
初
日
(
日
)

マ
警
察
宮
A
(男
性
)

-
受
験
資
格

幻
歳
以
上
旬
歳
未

満
(
平
成
同
年
4
月
1
日
現
在
)

の
男
性
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た

は
平
成
同
年

3
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人

-
受
付
期
間

5
月
げ
日
1
6
月
7
日

-
1
次
試
験
日

7
月
同
日
(
日
)

マ
警
察
官
B
(男
性
)

・
受
験
資
格

問
歳
以
上
初
歳
未

満
(
平
成
同
年
4
月
1
日
現
在
)

の
男
性
で
、
響
察
官
A
の
受
験

資
格
が
な
い
人

-
受
付
期
間

8
月
日
旧
日
1
9
月
6
日

-
1
次
試
験
日

川
月
は
日
(
息

の
人

料

料

料

宰↓

1p.¥ 

マ
警
察
官

(女
性
)

・
受
験
資
格

日
歳
以
上
初
歳
未
満
(
平
成
何

年
4
月
1
日
現
在
)
の
女
川
口

-
受
付
期
間

8
月
同
日
1
9
月
6
日

-
1
次
試
験
日

凶
月
日
日
(
日
)

・
申

込

間

合

先

6
8
4
0
1

8
5
7
0佐
賀
市
城
内

1
丁
目

l
番
目
刊
号
(
佐
賀
県
庁
内
)
佐

賀
県
人
事
委
員
会
事
務
局

(8
0
9
5
2
③
7
2
4
1
)
 

探裁

判

所

職

用

部

マ
事
務
官

I
種

・
受
験
資
格

昭
和
切
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
弱
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

マ
事
務
官

E
種

・
受
験
資
格

丞j相民市

①
昭
和
印
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

白川年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

②
昭
和
問
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
短
期
大
学
ま
た

は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
、
ま

た
は
平
成
同
年
3
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人

③
昭
和
町
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
最
高
裁
判
所
が

②
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
人

マ
調
査
官
補

I
種

・
受
験
資
格

昭
和
印
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
問
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

-
受
付
期
限

5
月
9
日
(
木
)

-
1
次
試
験
日

6
月
同
日
(
日
)

・
申
込
・
間
合
先

佐
賀
地
方
裁

判
所
事
務
局
総
務
課

(8
0
9

5
2
@
3
1
6
1
)
 

験員

会場，市民相談コーナー
時間目10時-15時 無料・秘密厳守

書(木) 2.16 
(火) 14 
(水) 15 
(火) 7.21 
(月)27 
(月) 7{火)13.20.27 
(ノ'1<) 1.8.15.22.29 
(金) 10.17.24.31 
(会場第l間接室)

.ボランテイア相談 毎週月眼目
10 1時~ 1 5時会場市民ロビー
.緊急巡回労働相談 毎月第3火曜日

10 1時~16 1時会場市民ロビー

「図ったな-おかしいなJと
思った時は、お気軽に市民相談
コーナーへご連絡ください。

Ei'l~1t'...i内線226)

(iPE璽重量Dd③4646
5日(日)曜D>r101匹わんちゃんJ

141時半無料
9日(木).r上海特急j

13時半
15日(水).r上海特急J

13時半 1!~ 

19日(日).r許されざる者J
131時半無

く〉子ども放送局(番組上映)

11日(土)テーマ「スポーツj
10時半

25日(土)テーマ「科学j
10時半期t

※毎週土曜日 お話し会 14時半~
※都合により上映時間を変更することが

あります

@)/MARI 



市..，
故郷・伊万里から透く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。

また I伊万里jという語感が貯きで、これをIo名にされているお盾なども数多くあります。
このコーナーでは「伊万里Iと縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

Wl" )つも伊万里を思い熱い応援を』

人さん早田神奈川県大磯町

そ
の
昔
は
パ
タ
ヒ
ア
と
呼
ば

れ
て
い
た
赤
道
直
下
の
国

・
イ

ン
ド
ヰ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
有
名
な
骨
董
過
つ
が
あ

る
。
道
の
両
側
に
立
ち
並
ぶ
骨

釜
足
の
棚
に
は
、

1
0
い
ラ
ン
プ

や
ブ
ロ
ン
ズ
の
置
さ
物
な
ど

が
、
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ

T
い

る
。
そ
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ

際
立
っ
て
い
た
の
が
『

V
O
C」

の
マ

1
7
の
入
っ
た
琉
さ
物
で

あ
っ
た
。

3
5
0
年
ほ
ど
前
、

中
国
明
王
朝
の
混
乱
で
供
給
不

安
の
あ
っ
た
景
徳
鎮
に
代
わ

り
、
有
田
娩
を
大
量
に
オ
ラ
ン

タ
車
イ
ン
ド
会
社
が
発
注
し
、

伊
万
主
の
港
か
ら
輸
出
さ
れ
た

と
聞
い
た
.

3
0
0年
以
上
も
前
に
、
伊

万
里
の
港
か
ら
世
界
中
に
モ
ノ

が
輸
出
さ
れ
た
ば
か
り
で
な

く
、
他
国
の
文
化
に
大
き
な
影

響
を
与
之
た
こ
と
は
特
筆
す
べ

き
ニ
と
で
す
.
骨
董
通
行
に
並

ぶ

V
O
C
の
マ

1
7
の
入
っ
た

娩
さ
物
を
千
に
取
り
な
が
ら
、

郷
里
町
先
人
た
ち
の
汗
や
情
熱

な
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
感
じ
が

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ん
な
郷

主
に
生
ま
れ
育

っ
た
乙
と
を
衿

り
に
思
え
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
叩
年
以
上
前

に
仕
事
の
関
併
で
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
過
ご
し
た
時
の
忠
い
出
で

す
.昭

和
必
年
に
高
校
を
卒
業
し

て
既
に
凱
年
が
経
ち
、
車
京
で

の
暮
ら
し
が
伊
万
里
で
の
暮
ら

し
よ
り
長
く
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
郷
里
へ
は
、
年
に
一
皮

は
帰
省
し
て
い
ま
す
が
、
自
に

す
る
景
色
は
初
年
前
と
そ
ん
な

に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
。

他
の
山
地
方
都
市
と
同
様

『
活
き
活
き
し
た
パ
ワ

l
」
が

年
々
夫
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
な

印
皐
を
持
ち
ま
す
。
昨
年

『
附

阜
地
区
で
の
伊
万
里
応
援
団
』

参
加
を
要
請
さ
れ
、
年
少
で
も

あ
り
迭
巡
し
た
の
で
す
が
、
故

郷
に
『
活
き
活
き
し
た
パ
ワ

l
』

が
及
る
こ
と
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
と
い
う
忠
い
で
引

さ
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。中

国
の

W
T
O
加
盟
で
、
中

国
と
日
本
の
関
係
は
も
っ
と
近

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま

す
.
幸
い
に
伊
万
翠
は
、
地
底

的
に
有
利
な
立
場
に
位
翠
し
て

お
り
、
中
国
と
の
貿
易
に
活
路

を
見
い
出
す
時
代
が
到
来
し
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

.
3
0
0

年
前
の
梓
い

て
い
た
時
代
が
、

再
び
伊
万
里
に
戻
っ
て
く
る

こ

と
を
期
待
し
、
車
京
か
ら
応
援

し
て
い
き
た
い
と
考
主

T
い
ま

す
.神

奈
川
県
の
大
磯
町
に
寓
居

を
株
主

7
年
に
な
り
ま
す
。
通

勤
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
不
便
さ
と
引
き
換
主
に
、

お
金
で
は
買
え
な
い
自
然
の
立

か
さ
を
千
に
し
た
と
思
っ
て
い

ま
す
.
今
、
個
性
の
な
い
多
く

の
地
方
都
市
が
生
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
固
横
並
び
は

念
識
せ
ず
、
伊
万
里
は
伊
万
里

独
自
の
色
を
大
却
に
し
て
く
だ

さ
い
。

便
利
さ
だ
け
で
な
く
、

不
便
の
よ
さ
も
あ
る
の
で
す
。

伊
万
里
か
ら
速
く
離
れ
て

い
T
も

『
い
つ
も
伊
万
呈
を

忠
い
、
品
川
、
い
‘
応
援
を
続
け
る

つ
も
り
で
す
』。

IMA R /~ 笹野この用紙は、再生御使用しています。(古紙配合率100%)

早
い
も
の
で
も
う

5
月
。
だ
ん
だ
ん
歳
を
と
っ

て
い
く
ご
と
に
、
年
月
が
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い

く
よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か

。
な
ん
ち
ゃ
っ
て
感
傷
に
浸
っ
て
い
る
暇
は

な
い
ぞ
と
上
司
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

き
て
、

4
月
か
ら
入
学
、
就
織
な
ど
新
生
活
の

ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
皆
さ
ん
、
新
し
い
環
境
に
は

も
う
似
れ
ま
し
た
か
。
『
広
報
伊
万
盟
』
も
現
状

に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出

そ
う
と
デ
ザ
イ
ン
を
少
し
変
え
て
み
ま
し
た
。
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
『
日
々
新
た
な
り
』
『
改
革
な

く
し
て
成
長
な
し
』
械
か
が
さ一
回
っ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
常
に
前
向
き
に
何
耶
に
も
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。
そ
ん
な
姿
が
広
報
の
表
紙
を
飾
る
こ

と
で
し
ょ
、
っ
。

(V)

E.'T_2A足量

平成14年4月1日現在

・人口 59β19人 (ー151)
男 28，507人 (ー 71)
女 31，312人 (- 80) 

・世帯 20，346世帯 (+ 24) 
( )は前月比

布
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